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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　遠距離、特に無限遠を見るために設計された領域（遠用部）と、
　近距離、特に読書距離を見るために設計された領域（近用部）と、
　前記遠用部及び前記近用部との間に配され、眼鏡レンズの屈折力が、レンズ先端に向か
って方向を変える曲線（主線）に沿って、前記遠用部内に位置した遠用基準点での値から
前記近用部内に位置した近用基準点での値へと増加するようにした累進帯とを備え、
　動歪みを最小限に抑えるために、着用者の眼球回転中心を通る眼鏡レンズの像側の主光
線の交点を、眼鏡レンズの対象物側頂点から距離ｒの投影面と連結させて軌跡曲線（静止
点（０，０）に対する軌道）を得るものとし、移動開始時に座標（ｘ－ｄｘ，ｙ，ｓ）を
有し且つ移動終了時に座標（ｘ＋ｄｘ，ｙ，ｓ）を有する水平方向移動の対象物が、ｒ＝
０ｍｍ、ｓ＝－４０ｍｍ、及びｄｘ＝３５ｍｍである累進眼鏡レンズを通して結像される
際に、
　軌道のｙ座標の最小値と最大値間の差の絶対値が、次表に記載した各ｘ、ｙ、球面屈折
力、加入度において、それぞれの場合におけるＨ値よりも小さくなるように眼鏡レンズを
設計する方法。



(2) JP 4813002 B2 2011.11.9

10

20

30

40

【表１】

【表２】

【表３】

【表４】

【表５】
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【表６】

【表７】

【表８】

【表９】

【請求項２】
　前記軌道のアーク長が次表に記載したＬ値よりも短いことを特徴とする請求項１記載の
眼鏡レンズを設計する方法。
【表１０】
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【表１１】

【表１２】

【表１３】

【表１４】

【表１５】
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【表１６】

【表１７】

【表１８】

【請求項３】
　軌道の平均傾斜度が次表に記載したｍ値よりも小さいことを特徴とする請求項１又は２
記載の眼鏡レンズを設計する方法。
【表１９】
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【表２０】

【表２１】

【表２２】

【表２３】

【表２４】
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【表２５】

【表２６】

【表２７】

【請求項４】
　軌道の最大傾斜度が次表に記載したＭ値よりも小さいことを特徴とする請求項１乃至３
のうちの何れか記載の眼鏡レンズを設計する方法。
【表２８】

【表２９】
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【表３０】

【表３１】

【表３２】

【表３３】

【表３４】

【表３５】

【表３６】
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【請求項５】
　軌道中心のｘ座標（ｘ座標の最小値及び最大値の合計の半分値）が、次表に記載したｘ
ｚ値よりも小さいことを特徴とする請求項１乃至４のうちの何れか記載の眼鏡レンズを設
計する方法。
【表３７】

【表３８】

【表３９】

【表４０】

【表４１】
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【表４２】

【表４３】

【表４４】

【表４５】

【請求項６】
　前記軌道中心のｙ座標（ｙ座標の最小値及び最大値の合計の半分値）が、次表に記載し
たｙｚ値よりも小さいことを特徴とする請求項１乃至５のうちの何れか記載の眼鏡レンズ
を設計する方法。



(11) JP 4813002 B2 2011.11.9

10

20

30

40

【表４６】

【表４７】

【表４８】

【表４９】

【表５０】
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【表５１】

【表５２】

【表５３】

【表５４】

【発明の詳細な説明】
【０００１】
【発明の属する技術分野】
　本発明は、請求項１の前文に記載した累進眼鏡レンズを設計する方法に関し、特に動歪
みを少なくした累進眼鏡レンズを設計する方法に関する。
【０００２】
一般に、累進眼鏡レンズ（これは可変焦点レンズや多焦点レンズ等とも呼ばれる）は、眼
鏡レンズを装着した人が非常に遠くのものを見るための領域（以下、遠用部と称する）が
、近くのものを見るための領域（以下、近用部と称する）と異なる（低い）屈折力を有す
るように構成された眼鏡レンズである。レンズの遠用部と近用部との間には、いわゆる累
進帯があるが、その領域では眼鏡レンズの屈折力が遠用部から近用部に向かって連続的に
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増加するように構成されている。なお、この屈折力増加分の大きさは、加入屈折力とも呼
ばれる。
【０００３】
通常、遠用部は、眼鏡レンズの上方部に位置し、“無限遠”を見るように設計されている
。一方、近用部は、眼鏡レンズの下方部に位置し、特に読書用に設計されている。但し、
例えば、パイロットやモニター関連職の人などの特別な応用品として利用される眼鏡レン
ズでは、場合によって、これら遠用部及び近用部が異なった位置に配置されていたり、及
び／又は他の距離用に設計されていても良い。そして、この場合、複数の近用部及び／又
は遠用部並びに最適な累進領域がレンズ内に構成されているものもある。
【０００４】
一定の屈折率を有する累進眼鏡レンズでは、遠用部と近用部との間で屈折力を増加させる
ために、レンズの片面又は両面の曲率を遠用部から近用部へと連続的に変える必要がある
。
【０００５】
ところで、眼鏡レンズの表面は、通常表面上の各点における、いわゆる主曲率半径Ｒ１及
びＲ２によって特徴づけられる。（なお、この主曲率半径の代わりに、いわゆる主曲率Ｋ
１＝１／Ｒ１、Ｋ２＝１／Ｒ２による場合もある。）また、主曲率半径は、ガラス材料の
屈折率ｎとともに、レンズ表面の眼科学上特徴づけに頻繁に利用されるパラメーターを決
定するものである。
表面屈折力　＝　０．５・（ｎ－１）・（１／Ｒ１＋１／Ｒ２）
表面非点収差　＝　　　　（ｎ－１）・（１／Ｒ１－１／Ｒ２）
【０００６】
表面屈折力は、遠用部から近用部に向かって屈折力が増加するのを実現するパラメータで
ある。表面非点収差（より明確には、シリンダー屈折力である）は、“問題な性質”であ
る。というのも、レンズ装着者の目が補正すべき生来の乱視を持っていない限り、約０．
５ｄｐｔ値を超えた非点収差により、網膜に不明瞭な画像を知覚させることになるからで
ある。
【０００７】
【従来の技術】
表面非収差により視界が“乱される”ことなく、表面屈折力の増加を実現するためには、
レンズ表面の曲率変化が比較的簡単に線（水平線もしくは曲線）に沿って得られることが
必要であるが、複数の表面の相当数の“交点”がこの線上に沿って存在することになり、
多大な表面非点収差となって、上記線に沿ったレンズ領域の性能が多かれ少なかれ害され
ることになる。
【０００８】
また、プリズム屈折力の大きな変化により動歪み作用をもたらす結果となり、その原因は
次のように考えられる。
【０００９】
まずこの説明のため、ｎ対の異なる対象点Ｐ（ｘ，ｙ）からなる群Ｇの像を、眼鏡レンズ
前の距離ｓの所に平面上に配することを想定する。これら対象点は、一般的なものを限定
せずにそのまま用いるとして、等距離の格子状に配されたものとする。仮に、主光線がレ
ンズ着用者の眼球側（例えば、眼球の回転中心や目の入射瞳孔）に位置する点Ｚを通るよ
うに、これら対象点Ｐ（ｘ，ｙ）を眼鏡レンズにより結像し、そして、眼球側の主光線が
眼鏡レンズから距離ｒの所にある第２平面に交差する場合、なおこの平面を以下では投影
面と称するが、対象点の第２群Ｂが、投影面における対象点Ｐ（ｘ，ｙ）の結像点となる
。
【００１０】
一般的に言われているには、眼鏡レンズは、対象面から投影面へ次のように像Ａを結像す
る。
Ａ　：　Ｇ　→　Ｂ
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【００１１】
通常、結像後の格子像は、もはや等間隔ではなく、“歪み”と言われる公知な像欠陥によ
り歪曲する。背面開口が光線の光路にあると、眼鏡レンズ着用者にはよくあることだが、
歪みは、単焦点正レンズではクッション状であり、単焦点負レンズで樽状となされる。累
進レンズでは、これらが混じった形状となりうる。
【００１２】
本発明によれば、対象格子の並進移動ｖＧとともに、投影面内で歪んだ格子の時間的変化
ｖＢを考慮することで、追加的効果を実現するに至った。格子の移動は、通常ではベクト
ル場の速度ｖ（ｘ，ｙ）で示される。下付文字ｉを有する格子点は速度ｖｉ（ｘｉ，ｙｉ

）を持つことになる。
【００１３】
特にシンプルな構成のレンズ領域では、対象面内の各点Ｐ（ｘ，ｙ）が投影面上に結像さ
れることに注意しなければならない。なお、個々の格子点Ｐｉが可算有限な多数個に限定
されるのは、単に表記上の明確さのためである。よって、上記ｎは、有限なものでも無限
なほどの大きな数であっても良い。
【００１４】
そして、人の目に、累進レンズにより結像されて内部が固定されつつ移動する対象格子が
飛び込んできたとき、その格子の移動中において、歪んだ格子像が、全体として固定され
るだけでなく、投影面内で移動する。またこれよりもむしろ、対象格子の並進移動により
生じる予想される有向移動が生じるが、この有向移動に加えて、無向成分が見られる。
ＶＢ＝ＶＢＤｉｒｅｃｔｅｄ＋ＶＢＵｎｄｉｒｅｃｔｅｄ

【００１５】
一般に、ベクトル場のＶＢは、発散も回転もないものである。
【００１６】
格子点の密度がその移動中に増加する、即ち∇・Ｖ＞０である領域がある。一方、格子点
の密度がその移動中に減少し、∇・Ｖ＜〇である他の領域もあり、ここでは、格子が明ら
かに混練工程に入れられる。
【００１７】
なお、視線の移動を回転させるには、次式も適用される。即ち、∇・Ｖ≠０。
【００１８】
また、有向成分が全体の速度場から差し引かれると、特に動的効果が起きる。本発明にお
ける軌跡曲線や軌道についての記載は、静止点を特定基準点とした座標系におけるいわゆ
る軌道に関するものである。
【００１９】
レンズの中心近くに印をつけた点を選ぶことが好ましい。但し、該点は、本出願の範囲内
でしかも一般性を損ねないように、眼鏡レンズの対象物側の頂点を原点とするＣａｒｔｅ
ｓｉａｎ座標系に用いられる（０，０）座標を取るようにする。ここで、Ｚ軸は、光の方
向に沿って方向付けられている。上述した各平面の表面垂直ベクトルは、ｚ成分だけを有
する。
【００２０】
等間隔の格子として配された対象点の移動を記述するにあたり、以下、対象点の水平方向
の周期的移動最中における格子点の無向成分の軌道を考慮する。そのとき、任意に選択し
た対象点の軌道曲線は、水平方向の直線であり、また共役像の点の軌道曲線は、平面内の
曲線となる。この曲線は、該曲線を発生する主光線に沿ってプリズム屈折力（またはプリ
ズムの第２効果）を変化させることで特徴づけられる。
【００２１】
なお、ここで記載した視線の水平移動とは、例えば、読書をする際、車を運転する際、コ
ンピュータを利用する際などにしばしば生じるものである。
【００２２】
消滅していく屈折力を有する単焦点レンズでは、無向成分がゼロに等しい。そのため、軌
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道は点へと劣化する。このとき、格子状態は安定している。
【００２３】
一般に、消滅する屈折力の無い場合には、単焦点レンズは、図１に示すような特性を有す
る。左側の図に示した水平方向移動の軌道は、－２．５ｄｐｔの球面屈折力を有する負レ
ンズの場合である。一方、右側の図は、＋２．５ｄｐｔの球面屈折力を有する正レンズの
場合である。
【００２４】
また、中央の静止点は、結像格子の無向速度成分に相当するもので、図中に示されている
。
【００２５】
この静止点の左右側には、消滅していく垂直成分を有する純粋な水平方向軌道がある。す
なわち、視線の純粋な水平方向移動に伴って、プリズム第２効果の水平成分だけが、この
領域内の軌道に沿って変化する。また、垂直成分及びそれに伴う軌道曲線傾斜はゼロに等
しい。
【００２６】
プロット化された各軌道の長さは、静止点から外方に向かって半径方向に単調に増加する
。また、プリズム第２効果も同様である。
【００２７】
静止点から上方または下方に向かってみると、軌跡曲線の曲率が増加していることも明確
に認められる。これは、移動中の主光線における垂直方向の屈折が内側よりも外側に向か
うにつれてより強力に変化するために生じている。なお、曲率中心の位置は、歪みに相互
関連する。
【００２８】
曲線の内側向き（レンズ中心向き）の開口は、樽状の歪みを意味する。一方、外向きの開
口は、クッション状の歪みを意味する。
【００２９】
ところで、累進眼鏡レンズでは、単焦点レンズにおける軌道の特徴を、該累進眼鏡レンズ
の屈折力増加により著しく変化させるものである。
【００３０】
　図２，３，４及び５に、市販の累進眼鏡レンズの軌道を示す。これらは、次のような特
許公報に基づいて構築される。
　図２は、ドイツ特許第Ｃ２８ １４ ９１６号による。
　図３は、ＰＣＴ特許公報第ＷＯ９５／２７２２９号による。
　図４は、ドイツ特許第Ｃ４３ ４２ ２３４号による。
　図５は、米国特許第４，６０６，６２２号又はドイツ特許第１９６ １２ １７７号によ
る。
【００３１】
図２乃至図５は、市販の右側レンズを示している。これらは、次のようなレンズ処方を有
する。球面屈折力（ｓｐｈ）が＋０．５ｄｐｔ、シリンダ屈折力（ｃｙｌ）が０、加入度
数（Ａｄｄ）が２．０ｄｐｔ、プリズム屈折力（Ｐｒ）が０（なお、全プロットはｒ＝０
ｍｍ、及びｓ＝４０ｍｍにおいて計算される）である。
【００３２】
【発明が解決しようとする課題】
図２に示された比較的古い累進眼鏡レンズの軌道は、特に下半分だけ非常に短く著しいカ
ーブの軌道を有するという点で、他のレンズの軌道とは異なる。多数の点が逆行し、即ち
、最初は多くの点が上述の視線の水平方向移動に伴って移動するように見えるが、しばら
くすると対象点の移動方向と反対方向に移動する。これにより、著しい“揺動知覚”を生
じ、対象点には強力に動歪みが生じているように見える。
【００３３】
着用位置における累進表面を計算するには、着用状況を決定する。この決定は、個人のパ
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特定の使用者か、またはＤＩＮ５８２０８、Ｐａｒｔ２にて記載された平均値かの何れか
に関連する。
【００３４】
　そこで、本発明は、このような従来の事情に鑑みて提案されたものであり、請求項１の
前文に記載の累進眼鏡レンズを設計する方法を改良するものであり、詳しくは、累進眼鏡
レンズにおいて必然的に生じる動歪みを最小限に抑えて、眼鏡レンズ着用者に全く視界の
乱れを感じさせない程度にする累進眼鏡レンズを設計する方法を提供することを目的とす
る。
【００３５】
【課題を解決するための手段】
上記課題を解決するために完成された本発明は、特許請求の範囲に記載の通りである。
【００３６】
　本発明によれば、動歪みを最小限に抑えるために、着用者の眼球回転中心を通る眼鏡レ
ンズの像側の主光線の交点を、眼鏡レンズの対象物側頂点から距離ｒの投影面と連結させ
て軌跡曲線（静止点（０，０）に対する軌道）を得るものとし、移動開始時に座標（ｘ－
ｄｘ，ｙ，ｓ）を有し且つ移動終了時に座標（ｘ＋ｄｘ，ｙ，ｓ）を有する水平方向移動
の対象物が、ｒ＝０ｍｍ、ｓ＝－４０ｍｍ、及びｄｘ＝３５ｍｍである累進眼鏡レンズを
通して結像される際に、次の条件を満足する。
【００３７】
すなわち、軌道のｙ座標の最小値と最大値間の差の絶対値が、次表に記載したＨ値よりも
小さくなっている。
【００３８】
【表５５】

【００３９】
【表５６】

【００４０】
【表５７】
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【００４１】
【表５８】

【００４２】
【表５９】

【００４３】
【表６０】

【００４４】
【表６１】
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【００４５】
【表６２】

【００４６】
【表６３】

【００４７】
代わりに、あるいは追加的に、上記軌道のアーク長が次表に記載したＬ値よりも短くなさ
れていると良い。
【００４８】
【表６４】

【００４９】
【表６５】
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【００５０】
【表６６】

【００５１】
【表６７】

【００５２】
【表６８】

【００５３】
【表６９】
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【００５４】
【表７０】

【００５５】
【表７１】

【００５６】
【表７２】

【００５７】
好ましくは、又は代わりに、軌道の平均傾斜度が次表に記載したｍ値よりも小さくなされ
ていると良い。
【００５８】
【表７３】
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【００５９】
【表７４】

【００６０】
【表７５】

【００６１】
【表７６】

【００６２】
【表７７】
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【００６３】
【表７８】

【００６４】
【表７９】

【００６５】
【表８０】

【００６６】
【表８１】
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【００６７】
好ましくは、又は代わりに、軌道の最大傾斜度が次表に記載したＭ値よりも小さくなされ
ていると良い。
【００６８】
【表８２】

【００６９】
【表８３】

【００７０】
【表８４】

【００７１】
【表８５】

【００７２】
【表８６】
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【００７３】
【表８７】

【００７４】
【表８８】

【００７５】
【表８９】

【００７６】
【表９０】

【００７７】
さらに、好ましくは、又は代わりに、軌道中心のｘ座標（即ち、ｘ座標の最小値及び最大
値の合計の半分値）が次表に記載したｘｚ値よりも小さくなされているとより好ましい。
【００７８】
【表９１】
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【００７９】
【表９２】

【００８０】
【表９３】

【００８１】
【表９４】

【００８２】
【表９５】
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【００８３】
【表９６】

【００８４】
【表９７】

【００８５】
【表９８】

【００８６】
【表９９】
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【００８７】
さらに、好ましくは、又は代わりに、軌道中心のｙｘ座標（即ち、ｙ座標の最小値及び最
大値の合計の半分値）が次表に記載したｙｚ値よりも小さくなされているとより好ましい
。
【００８８】
【表１００】

【００８９】
【表１０１】

【００９０】
【表１０２】

【００９１】
【表１０３】



(28) JP 4813002 B2 2011.11.9

10

20

30

40

【００９２】
【表１０４】

【００９３】
【表１０５】

【００９４】
【表１０６】

【００９５】
【表１０７】
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【００９６】
【表１０８】

【００９７】
なお、上記のどの場合においても、内挿値又は外挿値が表中に記載のないレンズ処方に適
用されることも好ましい。
【００９８】
【発明の実施の形態】
以下、本発明について実施例を用いて記載するが、これは一般的な発明概念を制限するも
のではなく、実施形態を用いながら、文章だけではより明確に記載されない発明の詳細開
示内容について図示により分かり易くなるよう、添付図面を参照しながら説明する。
【００９９】
図６は、本発明による眼鏡レンズにおける軌道を示した図であり、この眼鏡レンズは図２
乃至図５に示された従来の眼鏡レンズと同様な光学パラメータを有するものとする。この
図に示されるように、本発明の軌道は、それぞれが従来例よりも略短くなっており、しか
も軌道が従来よりもより区別しやすく広がっている。
【０１００】
このことは、図７を参照すると、より詳細に示されている。
【０１０１】
この図では、図２乃至図５に示された既存の累進眼鏡レンズと本発明の眼鏡レンズにおけ
る各軌道曲線が拡大されてプロットされている。この図に示した軌道曲線におけるレンズ
間の違いは、全視野を表し眼鏡レンズの局所的依存性を示す格子点について比べるよりも
、はるかに明確に表されている。
【０１０２】
具体的には、図７は、（個別の）軌跡曲線の長さや、曲線の最大及び最小傾斜度や、位置
などの性質において際立った違いを表している。これら相違点は、様々な屈折力や加入屈
折力に関して記載した表という形でクレーム中で示している。
【０１０３】
一例として、上記曲線の比較は、静止点から開始し計数分の点（例えば、下方へ５点、左
へ６点）へ進んでなる軌道によって示される。このようにして軌道の中央に結像された対
象物点は、ある座標（－３０ｍｍ、－２５ｍｍ、－４０ｍｍ）を持つことになる。また、
対象物点は、全体として水平方向に７０ｍｍ移動し、例えばｘ座標の数値では－６５ｍｍ
から５ｍｍへと移動する。
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【０１０４】
図２に示した眼鏡レンズは、図７の上部右側角にて、軌道が“湾曲化”している。
【０１０５】
図３に示した眼鏡レンズの軌道は、図２に示した眼鏡レンズの軌道よりも明らかに長いが
、この軌道が延長しているのは逆行的な妨害効果を示すものではない。この曲線は単調に
上がっている。具体的には、レンズ着用者は、動く対象点を凝視しながら頭を停止させる
場合（又は対象物体が静止している際にそれに対応する移動をする場合）、曲線に従って
視線を単調に上下に移動させなければならない。この一定の単調な視線の移動は、図２に
示した眼鏡レンズの強力な逆行曲線による場合よりもずっと受け入れられるものとして認
識されている。
【０１０６】
図４に示した眼鏡レンズは、図３による眼鏡レンズと類似した許容可能な性質を有する。
しかしながら、図４の眼鏡レンズは、図３の眼鏡レンズに比べて最大傾斜度がより大きい
。よって、図４の眼鏡レンズ着用者が視野を移動させる場合、図３の眼鏡レンズ着用者よ
りも円筒形の対象物が同じ時により速く落下したり、又は上昇したりするように見える。
隣接する軌道を解析すると明らかに分かるように、図４の眼鏡レンズの場合の方が、対象
物が極端に速くゆがんだり、それによる結像の歪みもより明確である。
【０１０７】
また、図４の眼鏡レンズは、傾斜が他のレンズと比べて大きいという点を除いても、曲線
が他のレンズよりも明らかに低い所に位置する。よって、図４の眼鏡レンズは、他のレン
ズ製品よりも視線をより低いところまで移動させる必要がある。
【０１０８】
図５による眼鏡レンズもまた比較的大きな傾斜度を有する。
【０１０９】
一方、図６に示した本発明の眼鏡レンズは、視線を水平方向に移動させる間に上述した他
のレンズの欠点を解消するものである。ここでは、本発明の眼鏡レンズにおける相対的軌
道は、長さが短く、単調で、平均傾斜度が最小で、最大傾斜度が他レンズと比べて最小で
ありながら、同時に視線の移動がほんの少しで良いという点で他のレンズと区別される。
【０１１０】
このように、本発明の累進眼鏡レンズは、視線の水平移動に伴う動歪みや、それに関連す
る揺動動作が極力小さいという点で、他のレンズとは異なる。
【０１１１】
図８に示す実施形態の具体例は、球面屈折力（“着用時”の屈折力を意味する）が－１ｄ
ｐｔであり、加入屈折力Ａが基準点の位置で２ｄｐｔである。非点収差についての処方は
ない。図８の全てにおいて、横座標（ｘ軸）は着用位置における水平（横）方向軸であり
、縦軸（ｙ軸）は縦方向軸である。
【０１１２】
遠用基準位置及び近用基準位置は、図８ｂ乃至図８ｅ中にそれぞれ丸印で示され、これら
図中にて示されるように中央点は交差印で示される。さらに、主線のコースはプロット化
されている。
【０１１３】
図８の一部である図８ａでは、実施形態による累進眼鏡レンズの着用者眼球側の表面の頂
点高さを示している。ここで、頂点高さとは、座標ｘ及びｙ（眼鏡レンズの着用点の横方
向軸及び縦方向軸）を有する点の、表面頂点の接面からの距離と定義できる。表では、左
側の列は、ｙ座標値（－２０ｍｍ～＋２０ｍｍ）を示しており、２番目の列から進行して
各列の最上行は、ｘ座標値（－２０ｍｍ～＋２０ｍｍ）を示している。頂点高さもまた、
ミリメートル単位で表される。ここで、頂点高さが０の値であるのは、ｘ、ｙ座標に対し
て頂点高さが無いということを意味する。
【０１１４】
図８の一部である図８ｂでは、いわゆる中心点の４ｍｍ下にある点の周りに直径３０ｍｍ
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の円が表示され、この円内に非点収差偏差を示している。ここでいう非点収差偏差とは、
眼鏡レンズ／視覚システムの“残留収差”であり、アイソライン０．２５ｄｐｔで始まる
、いわゆるアイソラインにより示される。このアイソラインは、非点収差視覚が０ｄｐｔ
である場合、シリンダ処方の中から大きさ及びシリンダ軸に対する非点収差の偏差を示し
ている。
【０１１５】
図８の一部である図８ｃでは、本実施形態の平均“着用時”屈折力の対応するアイソライ
ンを示している。ここでいう平均“着用時”屈折力Ｄは、像側の焦点切片の逆数Ｓ’１及
びＳ’２の平均値から、対象物側の焦点切片である対象物距離の逆数Ｓを差し引いた、次
式で表され、
Ｄ＝０．５・（Ｓ’１＋Ｓ’２）－Ｓ
また、０．７５ｄｐｔのアイソラインで始まるいわゆるアイソラインの形態で示される。
【０１１６】
これに対応して、表面データのアイソライン、即ち表面非点収差及び平均表面屈折力は、
図８ｄ及び図８ｅに示される。これら表面データを定義するためには、以下の導入説明に
注目するとよい。
【０１１７】
すなわち、図８に示した実施形態は、次のような個別の着用条件を有している。
【０１１８】
【表１０９】

【０１１９】
ここで、Ｄ１ｘは、レンズ前面のｘ軸方向の表面屈折力（ｄｐｔ）である。
Ｄ１ｙは、レンズ前面のｙ軸方向の表面屈折力（ｄｐｔ）である。
ｎは、レンズのガラス材料の反射率である。
ｄは、ｍｍ単位の各レンズの中央厚みである。
ＤＲＰは、ｃｍ／ｍ単位のプリズムシニングである。
ＰＤは、ｍｍ単位の瞳孔間距離である。
ＨＳＡは、ｍｍ単位の頂点間距離である。
眼鏡レンズのパノラマ角度は、度（°）単位で表される。
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【０１２０】
勿論、本発明の特徴は、２つの累進レンズ面及び／又は（付け加えて）可変反射率を有す
る眼鏡レンズを計算し製造するのに用いられても良い。
【０１２１】
【発明の効果】
以上説明したように、本発明の累進眼鏡レンズによれば、累進眼鏡レンズにおいて必然的
に生じる動歪みを最小限に抑えて、眼鏡レンズ着用者に全く視界の乱れを感じさせないよ
うにすることができる。
【図面の簡単な説明】
【図１】　球面眼鏡レンズの軌道を示した図である。
【図２】　従来の累進眼鏡レンズの軌道を示した図である。
【図３】　従来の累進眼鏡レンズの軌道を示した図である。
【図４】　従来の累進眼鏡レンズの軌道を示した図である。
【図５】　従来の累進眼鏡レンズの軌道を示した図である。
【図６】　本発明に係る累進眼鏡レンズの軌道を示した図である。
【図７】　本発明と従来技術の眼鏡レンズを比較した図である。
【図８】　（ａ）は、具体的実施形態に係る累進眼鏡レンズ表面の頂点高さを示しており
、（ｂ）は、非点収差偏差のアイソラインを示す図であり、（ｃ）は、平均“着用時”屈
折力のアイソラインを示す図であり、（ｄ）は、表面非点収差のアイソラインを示す図で
あり、（ｅ）は、本実施形態における平均表面屈折力のアイソラインを示す図である。

【図１】

【図２】

【図３】

【図４】
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【図５】 【図６】

【図７】 【図８ａ】
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【図８ｄ】 【図８ｅ】
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